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論文審査の要旨 

 

潰瘍性大腸炎やクローン病などの炎症性腸疾患は、自己免疫性の背景をもと

に若年に発症し、多くの場合寛解と増悪を繰り返しながら生涯にわたり継続す

る難治性疾患である。その治療の有効簡便化は患者の QOL改善に大きく影響を

与える。本研究では、実臨床に広く安全に使用されているエリスロポエチン

(EPO)の炎症性腸疾患治療への応用の可能性を検討している。 

デキストラン硫酸誘発マウス腸炎モデルを用い、EPOの効果を検討したところ、

デキストラン・EPOの同時投与では、デキストラン単独投与群に比較し、粘膜へ

の炎症細胞浸潤は抑制され、粘膜障害は軽度で、体重減少も見られなかった。

また、IFNγや TNFαの炎症性サイトカインレベルは抑制されており、粘膜での

増殖マーカーPCNA発現は亢進していた。さらに、腸炎誘発後 EPO投与でも、非

投与群に比較し有意に粘膜再生は促進され、体重減少の回復も良好であった。

一方、デキストラン非投与群に対しては、EPO投与によっても PCNA発現亢進は

認められなかった。 

このように、EPOは腸管炎症に対し、強い抗炎症作用と粘膜再生促進作用を有

することが認められた。EPOにより炎症性腸疾患のコントロールが可能であるこ

とを示唆する知見であり、臨床上の有用性・利便性も考慮され、非常に重要な

研究と見なされる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器外科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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